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「　
そ　
の　
問　
題　
の　
シ　
ー　
ン　
は　
、　
一　
月　
一　
一　
日　
午　
後　
一　
時　
四　
〇　
分　
、　
自　
民　
党　
が　
提　
案　
し　
た　
新　

テ　
ロ　
特　
措　
法　
の　
衆　
院　
採　
決　
の　
時　
に　
起　
こ　
っ　
た　
。　
阿　
部　
知　
子　
・　
社　
民　
党　
政　
審　
会　
長　
に　
よ　
る　

法　
案　
へ　
の　
反　
対　
演　
説　
が　
終　
わ　
り　
、　
採　
決　
に　
入　
っ　
た　
時　
、　
突　
然　
、　
／　
『　
小　
沢　
代　
表　
は　
な　
ぜ　

棄　
権　
す　
る　
ん　
だ　
！　
』　
／　
と　
い　
う　
大　
音　
声　
が　
、　
議　
場　
に　
轟　
き　
わ　
た　
っ　
た　
の　
だ　
。　
声　
の　
主　
は　
、　

自　
民　
党　
の　
３　
回　
生　
議　
員　
、　
中　
野　
正　
志　
代　
議　
士　
で　
あ　
る　
。　
／　
『　
え　
っ　
？　
』　
／　
国　
民　
注　
視　
の　

法　
案　
採　
決　
だ　
け　
に　
、　
ピ　
ー　
ン　
と　
し　
た　
緊　
張　
感　
が　
漂　
っ　
て　
い　
た　
議　
場　
で　
、　
議　
員　
た　
ち　
の　
目　

が　
一　
斉　
に　
う　
し　
ろ　
に　
向　
け　
ら　
れ　
た　
。　
／　
小　
沢　
代　
表　
の　
座　
席　
は　
、　
議　
長　
席　
か　
ら　
見　
れ　
ば　
、　

正　
面　
よ　
り　
左　
側　
の　
最　
後　
列　
に　
あ　
る　
。　
二　
階　
席　
の　
新　
聞　
記　
者　
か　
ら　
は　
見　
え　
に　
く　
い　
位　
置　

だ　
。　
／　
渡　
部　
恒　
三　
氏　
、　
羽　
田　
孜　
氏　
、　
小　
沢　
氏　
、　
菅　
直　
人　
氏　
の　
四　
人　
が　
座　
っ　
て　
い　
る　
は　
ず　

の　
そ　
の　
民　
主　
党　
議　
員　
の　
最　
後　
列　
に　
、　
ぽ　
っ　
か　
り　
穴　
が　
空　
く　
よ　
う　
に　
小　
沢　
氏　
だ　
け　
が　
い　
な　

か　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　
／　
『　
民　
主　
党　
の　
小　
沢　
代　
表　
が　
い　
な　
い　
ぞ　
！　
』　
／　
大　
島　
理　
森　
・　
自　
民　

党　
国　
対　
委　
員　
長　
が　
、　
す　
か　
ざ　
ず　
野　
太　
い　
声　
で　
、　
中　
野　
代　
議　
士　
に　
続　
い　
た　
。　
／　
中　
野　
氏　
も　

さ　
ら　
に　
／　
『　
小　
沢　
の　
本　
心　
は　
（　
法　
案　
に　
）　
賛　
成　
な　
ん　
じ　
ゃ　
な　
い　
の　
か　
！　
』　
／　
と　
追　
い　
打　

ち　
を　
か　
け　
た　
。　
／　
自　
民　
党　
席　
に　
爆　
笑　
が　
起　
こ　
る　
。　
／　
『　
ど　
う　
な　
っ　
て　
い　
る　
ん　
だ　
』　
／　

『　
小　
沢　
さ　
ん　
、　
ホ　
ン　
ト　
に　
い　
な　
い　
の　
？　
』　
／　
と　
野　
党　
席　
ま　
で　
ざ　
わ　
つ　
く　
。　
／　
そ　
れ　
は　
文　
字　

通　
り　
、　
最　
高　
指　
揮　
官　
の　
�　
敵　
前　
逃　
亡　
�　
だ　
っ　
た　
」　。　

な　
ん　
と　
、　
自　
民　
党　
の　
「　
新　
テ　
ロ　
特　
措　
法　
」　（　「　
給　
油　
新　
法　
」　）　
の　
衆　
院　
採　
決　
（　
半　
世　
紀　
ぶ　

り　
の　
三　
分　
の　
二　
に　
よ　
る　
異　
例　
の　
再　
採　
決　
）　
の　
時　
、　
小　
沢　
民　
主　
党　
代　
表　
は　
棄　
権　
し　
た　
の　
で　

あ　
る　
。　
こ　
の　
『　
週　
刊　
新　
潮　
』　（　「　
小　
沢　
一　
郎　
は　
『　
採　
決　
棄　
権　
』　
の　
常　
習　
犯　
」　
一　
月　
二　
四　
日　

号　
）　
が　
皮　
肉　
た　
っ　
ぷ　
り　
に　
描　
き　
出　
し　
た　
こ　
の　
シ　
ー　
ン　
を　
私　
た　
ち　
も　
忘　
れ　
て　
は　
な　
る　
ま　
い　
。　

自　
衛　
隊　
の　
海　
外　
派　
兵　
の　
継　
続　
を　
め　
ざ　
す　
、　
こ　
の　
法　
案　
は　
、　
安　
倍　
首　
相　
を　
�　
自　
爆　
�　
に　

追　
い　
込　
ん　
だ　
後　
、　
新　
た　
に　
う　
ま　
れ　
た　
福　
田　
政　
権　
に　
よ　
っ　
て　
、　
公　
明　
党　
の　
抱　
き　
込　
み　
直　
し　

の　
政　
治　
プ　
ロ　
セ　
ス　
を　
経　
て　
、　
つ　
い　
に　
成　
立　
し　
て　
し　
ま　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
（　
中　
断　
し　
て　
い　
た　

海　
上　
給　
油　
は　
す　
ぐ　
に　
再　
開　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　
る　
）　。　
こ　
れ　
に　
一　
貫　
し　
て　
反　
対　
し　
て　
い　
た　
民　

主　
党　
の　
代　
表　
は　
、　
そ　
れ　
な　
の　
に　
棄　
権　
で　
あ　
る　
。　「　
本　
心　
は　
賛　
成　
な　
ん　
じ　
ゃ　
な　
い　
の　
か　
」　
と　

い　
う　
声　
に　
は　
、　
奇　
妙　
な　
リ　
ア　
リ　
テ　
ィ　
が　
あ　
る　
。　

『
週
刊
文
春
』（
一
月
二
四
日
号
）
に
は
こ
う
あ
る
。

「
与　
党　
か　
ら　
の　
野　
次　
は　
、　
投　
票　
中　
も　
や　
む　
こ　
と　
は　
な　
か　
っ　
た　
。　
／　
『　
と　
く　
に　
安　
倍　
晋　
三　

前　
総　
理　
が　
元　
気　
一　
杯　
で　
し　
た　
。　
小　
沢　
代　
表　
が　
い　
な　
い　
の　
を　
知　
る　
と　
、　「　
本　
当　
は　
賛　
成　
な　
ん　

だ　
ろ　
う　
！　
』　
と　
野　
次　
っ　
て　
た　
。　
近　
く　
に　
座　
っ　
て　
い　
る　
小　
泉　
元　
総　
理　
は　
、　
そ　
れ　
を　
聞　
い　
て　

思　
わ　
ず　
噴　
き　
出　
し　
て　
い　
た　
（　
笑　
）　』　（　
野　
党　
担　
当　
記　
者　
）　
／　
安　
倍　
前　
総　
理　
は　
、　
本　
会　
議　
後　

も　
黙　
っ　
て　
い　
な　
か　
っ　
た　
。　
／　
『　
記　
者　
団　
に　
、　
小　
沢　
代　
表　
の　
棄　
権　
に　
つ　
い　
て　
聞　
か　
れ　
た　
安　

倍　
さ　
ん　
は　
「　
一　
番　
大　
切　
な　
日　
に　
、　
な　
ぜ　
意　
思　
表　
示　
を　
棄　
権　
し　
た　
の　
か　
、　
理　
解　
に　
苦　
し　
み　

ま　
す　
ね　
」　
と　
批　
判　
し　
ま　
し　
た　
。　
で　
も　
そ　
れ　
を　
聞　
い　
た　
記　
者　
は　
み　
な　
、　「　
お　
前　
が　
言　
う　
な　
！　
」　

と　
心　
の　
中　
で　
突　
っ　
込　
ん　
だ　
は　
ず　
』　（　
自　
民　
党　
担　
当　
記　
者　
）　」　（　「　
小　
沢　
一　
郎　
『　
敵　
前　
逃　
亡　
』　

の　
お　
粗　
末　
な　
理　
由　
」　）　。　

「
お　
前　
が　
言　
う　
な　
！　
」　
の　
突　
っ　
込　
み　
は　
、　
記　
者　
の　
み　
な　
ら　
ず　
、　
誰　
で　
も　
い　
れ　
た　
く　
な　
る　

だ　
ろ　
う　
。　
そ　
の　
点　
は　
と　
も　
か　
く　
、　
小　
沢　
の　
こ　
の　
態　
度　
は　
、　
何　
を　
表　
現　
し　
て　
い　
る　
の　
だ　
ろ　

う　
。　
こ　
の　
記　
事　
に　
よ　
れ　
ば　
大　
阪　
府　
知　
事　
選　
の　
応　
援　
に　
行　
く　
た　
め　
と　
い　
う　
理　
由　
が　
示　
さ　
れ　

た　
が　
、　
採　
決　
を　
ス　
ッ　
ポ　
か　
し　
て　
出　
る　
ほ　
ど　
急　
が　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
わ　
け　
で　
は　
な　
か　
っ　

た　
よ　
う　
だ　
か　
ら　
、　
採　
決　
な　
ど　
、　
ど　
う　
で　
も　
よ　
か　
っ　
た　
の　
だ　
ろ　
う　
。　
小　
沢　
民　
主　
党　
は　
自　
衛　

隊　
の　
海　
外　
派　
兵　
そ　
の　
も　
の　
に　
反　
対　
し　
て　
い　
た　
わ　
け　
で　
は　
な　
か　
っ　
た　
。　
そ　
し　
て　
提　
出　
さ　
れ　

た　
民　
主　
党　
の　
対　
案　
が　
、　
小　
沢　
・　
福　
田　
間　
で　
一　
時　
的　
に　
成　
立　
し　
た　
「　
大　
連　
立　
」　
構　
想　
の　
共　

通　
の　
ベ　
ー　
ス　
に　
な　
っ　
た　
派　
兵　
恒　
久　
法　
づ　
く　
り　
を　
呼　
び　
か　
け　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
点　
に　
よ　
く　
示　

さ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
、　
平　
和　
憲　
法　
破　
壊　
へ　
、　
と　
い　
う　
基　
本　
的　
志　
向　
は　
自　
民　
党　
と　
同　
じ　
な　
の　
で　

あ　
る　
（　
だ　
か　
ら　
こ　
の　
民　
主　
党　
案　
を　
衆　
院　
自　
民　
党　
は　
継　
続　
審　
議　
す　
る　
こ　
と　
に　
賛　
成　
し　
た　
）　。　

小　
沢　
の　
態　
度　
は　
、　
こ　
う　
し　
た　
政　
治　
意　
思　
を　
露　
骨　
に　
表　
現　
し　
て　
い　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

自
民
党
・
民
主
党
が
裏
で
組
ん
で
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
派
兵
恒
久
法
づ
く
り

に
反
対
す
る
運
動
を
、「
米
軍
再
編
」
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
派
兵
に
反
対
す

る
各
地
の
運
動
と
組
ん
で
、
全
力
で
つ
く
り
だ
す
こ
と
。「
防
衛
疑
惑
」
と
「
米
軍
再

編
」
が
表
裏
の
構
造
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
、「
再
編
」
反
対
の
声
を
拡
大
し

抜
く
こ
と
。
七
月
の
北
海
道
・
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
対
抗
し
て
〈
非
軍
事
化
〉
＝

「
民
衆
の
安
全
保
障
」
の
論
議
を
各
地
と
結
ん
で
つ
く
り
だ
し
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
が

非
力
な
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
当
面
の
大
テ
ー
マ
で
あ
る
。
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！

派
兵
恒
久
法
・　「
米
軍
再
編
＝
防
衛
汚
職
」
と
対
決
し
よ
う
！

●
天
野
恵
一

巻
頭
●




